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１  建 物 概 要  

   名   称  小 牧 市 温 水 プ ー ル  

地 名 地 番  小 牧 市 大 字 野 口 ２ ３ ９ ４ 番 地 の ３  

規 模 構 造  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ・ 鉄 骨 造  

地 下 １ 階 ・ 地 上 ２ 階  

敷 地 面 積  ９ ， ５ ８ ５ ． １ ９ ㎡  

建 築 面 積  ５ ， ０ ２ ２ ． ４ ０ ８ ㎡  

延 床 面 積  ６ ， ６ ５ ９ ． ７ ２ ６ ㎡  

竣 工 年 月  平 成 ３ 年  

 

２  調 査 期 間  

   令 和 ３ 年 １ １ 月 ８ 日 か ら 令 和 ４ 年 ３ 月 ３ １ 日  

 

３  経   緯  

温 水 プ ー ル の 点 検 等 に つ い て は 、 指 定 管 理 者 に よ る 日 常 点 検 、 年 １

回 の 公 共 施 設 保 全 点 検 マ ニ ュ ア ル に 基 づ く 点 検 、 そ し て 平 成 ３ ０ 年 度

か ら は 建 築 基 準 法 の 改 正 に 基 づ く ３ 年 に １ 回 の 有 資 格 者 に よ る 定 期 調

査 を 行 い な が ら 不 具 合 箇 所 の 修 繕 を 実 施 し て き ま し た 。  

し か し な が ら 、 令 和 ３ 年 度 に 実 施 し た 、 ３ 年 に １ 回 の 定 期 調 査 で 、

構 造 部 等 に 関 す る 要 是 正 と さ れ た 箇 所 が 平 成 ３ ０ 年 度 結 果 よ り 増 加 し

て お り 、 調 査 の 上 で 補 修 が 必 要 で あ る 旨 の 指 摘 が さ れ ま し た 。  

 

４  調 査 概 要  

現 時 点 で の 劣 化 損 傷 状 況 を 把 握 す る た め 、 事 前 調 査 ・ 予 備 調 査 を行

っ た 上 で 、 現 地 建 物 劣 化 調 査 を 実 施 し ま し た 。  

現 地 建 物 劣 化 調 査 内 容 と し て は 、目視 ・ 触 診 に よ る 調 査 に て 全 体 の

劣 化 部 位 の 確 認 を行い 、 特 殊 試 験 調 査 に て目視 等 で は 把 握 で き な い 劣

化 状 況 の 確 認 を行い ま し た 。  

特 殊 試 験 調 査 に お い て 鉄⾻部 材 の 板 厚 調 査 、 柱 脚 腐⻝状 況 調 査 、 鉄

筋 腐⻝度 調 査（ ハ ツ リ・中 性 化 ）、コ ン ク リ ー ト 中 性 化 試 験 に つ い て は

躯 体 関 係 の 劣 化 状 況 確 認 の た め 、 観 打 診 調 査 、 塗 膜 引 張 試 験 、 シ ー ル

材 引 張 試 験 に つ い て は 仕 上 材 の 劣 化 状 況 確 認 の た め に そ れ ぞ れ 調 査 を
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実 施 し ま し た 。  

各 部 材 毎 に 調 査 を 実 施 す る こ と で 、 建 物 全 体 の 劣 化 損 傷 状 況 の 把 握

に 努 め ま し た 。  

 

５  調 査 結 果  

こ の 調 査 に お い て 、 施 設 の 劣 化 状 況 を 公 共 施 設 保 全 点 検 マ ニ ュ ア ル

を 基 に 下 記 の と お り Ａ か ら Ｅ ま で ５ 段 階 で の 判 定 を 行 い ま し た 。  

 

建 築 部 分 に お け る 判 定 結 果  

Ａ  ４  

Ｂ  ９ ２  

Ｃ  ３ ９  

Ｄ  ７ ７  

Ｅ  ３ ８  

合 計  ２ ５ ０  

判 定 基 準  

Ａ ： 健 全 な 状 態 （ 劣 化 が な い 状 態 、 又 は 、 ほ と ん ど な い 状 態 ）  

Ｂ ： 軽 微 な 劣 化 が あ る 場 合 （ 現 状 で は 修 繕 の 必 要 が な い 状 態 ）  

Ｃ ： 広 範 囲 に 劣 化 し 安 全 上 、 機 能 上 、 不 具 合 の 兆 し が あ る 場 合  

Ｄ ： 早 急 に 対 応 の 必 要 が あ る  

Ｅ ： 早 急 に 対 応 の 必 要 が あ る ※ 特 に 利 用 者 へ 直 接 影 響 が あ る 可 能 性

の 懸 念 箇 所 で あ り 、修 繕 を し な け れ ば 営 業 再 開 が 難 し い 箇 所（ 最

優 先 に て 修 繕 又 は 更 新 が 必 要 で あ る ）  

 

６  総 合 所 見  

劣 化 損 傷 状 況 を 調 査 し た 結 果 、 建 物 全 体 的 に 多 数 の 劣 化 損 傷 部 分 が

見受 け ら れ ま し た 。  

建 築 と し て は 、 主 に 鉄⾻及 び金物 部 分 が 著 し い 腐⻝や 断面欠損 が見

受 け ら れ 、 安 全 上 、 施 設 運 営 上 危 険 な 状 態 で あ る た め 、 早 急 な 修 繕 及

び 更 新 が 必 要 と 考 え ら れ ま す 。  

機 械 設 備 、 電 気 設 備 と し て は 、大半 の 設 備 機 器 、 関 連 部 材 が 法 定 耐

用年 数 を 超 過 し て お り 、 施 設 運 営 し な が ら の 修 繕又は 更 新 が 必 要 な 状
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況 と な っ て い ま す 。  

今 後 も 安 全・安心な 施 設 運 営 を行う目的 を 達 成 す る た め に 、安 全 上 、

施 設 運 営 上 危 険 な 部 分 か ら 順 次 修 繕又は 更 新 が 必 要 で す 。  

 

７  構 造 上 の 影 響 が 大 き い 重 要 部 位  

① シ リ ン ダ ー 棟 階 段 Ｈ 鋼 柱 の 断 面 欠 損  

主 要 構 造 部 材 で あ る 柱 材 の 断 面 欠 損 が み ら れ 、 構 造 耐 力 上 に 問 題

が 有 る 。  

② Ａ Ｌ Ｃ 支 持 鉄 骨 部 材 の 著 し い 劣 化  

外 壁 の Ａ Ｌ Ｃ が 取 り つ け ら れ て い る 鉄 骨 材 の 断 面 欠 損 が み ら れ 、

外 壁 支 持 に 問 題 が 有 る 。  

③ シ リ ン ダ ー 棟 階 段 鉄 骨 部 材 の 著 し い 錆  

鉄 骨 部 材 の 著 し い 断 面 欠 損 が 直 接 は 見 ら れ な い が 、 今 後 錆 の 進 展

に よ り 断 面 欠 損 が 懸 念 さ れ 、 構 造 体 の 耐 力 に 問 題 が 生 じ る 。  

 

８  劣 化 箇 所 の 一 部  

 

柱 材 の 断 面 欠 損  ALC 取 付 金 物 の 腐 食  鉄 骨 部 材 の 腐 食  

   

ス ラ イ ダ ー 取 付 部 の 腐 食  窓 枠 の 腐 食  支 柱 脚 部 の 腐 食  

   

 


